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懸
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翻
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い
て
検
討
す
る
。

一
、
翻
訳
の
歴
史
（
一
）
―
―
諸
外
国
語
訳

聖
書
は
文
化
や
言
語
を
異
に
す
る
共
同
体
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
き
た
。
日
本
聖
書
協
会
に
よ
れ
ば
、
一
四
五

〇
年
以
前
で
三
十
三
種
の
言
語
の
翻
訳
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
(1)

一
八
〇
四
年
に
英
国
聖
書
協
会
が
組
織
さ
れ
た
時
点
で
、
六
七
言

語
の
部
分
訳
と
全
聖
書
の
翻
訳
が
完
成
し
た
も
の
が
三
九
言
語
と
さ
れ
る
。
一
九
九
一
年
一
二
月
末
の
統
計
で
は
、
一
九
七
八
言
語
に
翻

訳
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
、
新
約
聖
書
だ
け
の
も
の
が
七
五
八
言
語
、
聖
書
全
体
の
翻
訳
が
完
成
し
て
い
る
も
の
は
三
二
二
言
語
に
上
っ

て
い
る
が
、
さ
ら
に
六
〇
八
言
語
が
作
業
中
だ
と
言
わ
れ
る
。
(2)

以
下
「
聖
書
の
ら
い
」
に
関
わ
る
例
を
取
り
上
げ
る
。

ギ
リ
シ
ヤ
語
訳
（
七
十
人
訳
）

ヘ
ブ
ル
語
聖
書
が
最
初
に
外
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
の
は
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
七
十
人
訳
聖
書
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
離
散
し
た
ユ
ダ
ヤ
人

の
た
め
に
聖
書
が
、
当
時
使
わ
れ
て
い
た
ギ
リ
シ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
た
。
そ
れ
は
紀
元
前
二
五
〇
年
、
エ
ジ
プ
ト
の
地
中
海
沿
岸
の
都
市

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ヤ
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
問
題
と
な
る
ヘ
ブ
ル
語
の
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
（t[æræx;

）
に
は
ギ
リ
シ
語
で
は
レ
プ

ラ
（levpra

）
と
い
う
語
が
当
て
ら
れ
た
。
(3)

ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
は
、
人
間
の
皮
膚
、
布
や
皮
、
家
の
壁
が
表
面
的
に
損
な
わ
れ
た
状
態

の
総
称
を
表
わ
す
語
で
、
ヘ
ブ
ル
語
独
特
の
祭
儀
的
意
味
を
含
ん
だ
語
で
あ
る
が
、
翻
訳
に
際
し
て
選
ば
れ
た
ギ
リ
シ
ア
語
の
レ
プ
ラ
は
、

う
ろ
こ
状
と
か
、
か
さ
ぶ
た
の
あ
る
状
態
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
て
、
物
体
や
皮
膚
の
表
面
に
見
ら
れ
る
汚
れ
、
し
み
、
あ
ざ
、
か
さ

ぶ
た
、
ふ
け
、
斑
紋
な
ど
を
表
現
す
る
語
で
あ
る
。
(4)

ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
も
レ
プ
ラ
も
表
面
が
そ
こ
な
わ
れ
た
状
態
を
表
す
言
葉
で
あ
っ

て
、
一
つ
の
病
名
を
指
す
言
葉
で
は
な
い
。
聖
書
の
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
を
検
討
す
る
段
落
で
述
べ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
モ
ー
セ
五
書
の
成
立
す

る
時
代
を
批
評
学
に
百
歩
譲
っ
て
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
（
前
五
七
五
〜
五
三
八
年
）
の
頃
と
み
る
仮
説
を
採
る
と
し
て
も
、
考
古
学
的
発
掘
調
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問
題
の
所
在

歴
史
的
に
「
聖
書
の
ら
い
」
は
長
い
間
ハ
ン
セ
ン
病
と
混
同
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
も
と
も
と
「
聖
書
の
ら
い
」
は
ハ
ン
セ
ン
病
と

い
う
一
つ
の
病
名
を
指
す
言
葉
で
は
な
く
、
総
称
的
な
広
い
意
味
を
持
つ
言
葉
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
な
ぜ
一
つ
の
病
気
を
指
す
よ
う
に
な

っ
た
の
か
。
こ
れ
に
は
聖
書
翻
訳
の
問
題
と
医
学
上
の
混
乱
が
微
妙
に
絡
ん
で
い
る
。
本
論
文
で
は
、「
聖
書
の
ら
い
」
が
ど
う
し
て
ハ

ン
セ
ン
病
と
混
同
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
そ
の
過
程
を
追
う
。
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
「
ら
い
病
」
と
訳
さ
れ
て
き
た
ヘ
ブ
ル
語
の

ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
（t[æræx;

）
が
神
に
打
た
れ
た
病
気
と
し
て
受
け
取
ら
れ
、
罪
の
た
と
え
と
し
て
扱
わ
れ
た
こ
と
を
考
察
し
、
ギ
リ
シ
ア
語

の
レ
プ
ラ
（levpra

）
と
と
も
に
聖
書
学
的
に
検
証
す
る
。

最
近
に
な
っ
て
「
聖
書
の
ら
い
」
の
翻
訳
が
見
な
お
さ
れ
、
一
九
六
一
年
にN

ew
English

B
ible

の
脚
注
に
、Leprosy

（
レ
プ
ロ
シ
ー
）

は
現
代
の
ハ
ン
セ
ン
病
の
こ
と
で
は
な
い
旨
が
記
さ
れ
た
。
以
後
「
聖
書
の
ら
い
」
は
、「
恐
ろ
し
い
皮
膚
病
」
と
か
「
伝
染
性
の
皮
膚

病
」
な
ど
の
語
に
置
き
換
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
最
近
の
動
向
も
ふ
ま
え
て
論
述
す
る
。

一
　
「
聖
書
の
ら
い
」
の
翻
訳

「
聖
書
の
ら
い
」
が
ど
う
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
と
混
同
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
翻
訳
に
お
け
る
ど
の
過
程
で
そ
う
な
っ
た

の
か
、
ヘ
ブ
ル
語
か
ら
ギ
リ
シ
ア
語
、
さ
ら
に
ラ
テ
ン
語
、
英
語
そ
の
他
と
翻
訳
さ
れ
て
い
っ
た
流
れ
を
述
べ
、
実
際
に
翻
訳
聖
書
を
開
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す
と
い
う
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
三
八
〇
年
に
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
の
大
司
教
ナ
ジ
ア
ン
ゾ
ス

の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
（
三
二
九
〜
三
八
九
年
）
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
者
の
救
済
を
説
い
た
説
教
に
は
ハ
ン
セ
ン
病
を
指
す
「
エ
レ
フ
ァ
ン
テ
ィ

ア
ジ
ス
」
と
「
レ
プ
ラ
」
が
既
に
同
意
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
(11)

次
の
問
題
は
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
が
、
イ
ザ
ヤ
書
五
三
章
四
節
に
お
い
て
、
ヘ
ブ
ル
語
の
ナ
ー
ガ
ア
（[gæn…

）
を
「（
神
に
）
打
た
れ
た
」

と
訳
す
べ
き
と
こ
ろ
を
「
わ
れ
わ
れ
は
思
っ
た
、
彼
は
レ
プ
ラ
の
如
く
な
っ
た
の
だ
と
」
(12)

と
、
旧
約
本
文
に
も
七
十
人
訳
に
も
な
い
語

を
『
ウ
ル
ガ
タ
』
に
付
け
加
え
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
年
、
苦
難
の
僕
の
姿
を
ハ
ン
セ
ン
病
者
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
く
結
果
と
な

っ
た
。
こ
の
ラ
テ
ン
語
訳
の
『
ウ
ル
ガ
タ
』
は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
公
用
聖
書
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
、
各
国
語
に
翻
訳
さ

れ
る
際
の
基
準
と
な
っ
た
の
で
、
そ
の
影
響
は
大
き
い
。

英
語
訳

英
語
訳
と
し
て
古
い
も
の
は
、
ウ
ィ
ク
リ
フ
（
一
三
二
九
〜
八
四
年
）
が
『
ウ
ル
ガ
タ
』
を
基
に
一
三
八
二
年
に
翻
訳
し
た
も
の
が
知

ら
れ
て
い
る
。
テ
ィ
ン
ダ
ル
訳
は
一
五
二
五
年
に
ギ
リ
シ
ア
語
訳
か
ら
英
訳
さ
れ
た
。
三
百
年
以
上
も
英
語
圏
で
広
く
用
い
ら
れ
た
欽
定

訳
（
Ｋ
Ｊ
Ｖ
ま
た
は
Ａ
Ｖ
）
が
テ
ィ
ン
ダ
ル
訳
の
改
訂
訳
と
し
て
発
行
さ
れ
た
の
は
一
六
一
一
年
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

Leprosy

と
訳
し
て
い
る
。
(14)

(15)

近
年
の
英
語
聖
書
の
多
く
もLeprosy

の
ま
ま
で
あ
る
。R

evised
Standard

V
ersion

(16)

、N
ew
English

B
ible

(17)

、A
m
erican

Standard
V
ersion

(18)

、
モ
フ
ァ
ッ
ト
訳
(19)

も
、
と
も
に
レ
プ
ロ
シ
ーLeprosy

と
訳
し
て
い
る
。

英
国
人
医
師
で
、
国
際
ら
い
学
会
事
務
局
長
の
ス
タ
ン
レ
ー
・
Ｇ
・
ブ
ラ
ウ
ン
が
著
わ
し
た
『
聖
書
の
中
の
「
ら
い
」』
に
よ
れ
ば
、

中
世
英
語
で
「
レ
プ
ロ
シ
ー
」
は
、
人
間
、
動
物
、
植
物
の
病
気
、
農
作
物
に
は
び
こ
る
菌
、
し
め
っ
た
穀
物
に
生
え
る
か
び
、
家
畜
の

疥
癬
な
ど
を
表
わ
す
言
語
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
(20)

し
か
し
、
医
学
名
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
レ
プ
ロ
シ
ー
は
ハ
ン
セ
ン
病
を

さ
す
言
葉
と
な
っ
た
。
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査
の
結
果
か
ら
当
時
ハ
ン
セ
ン
病
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
(5)

と
も
あ
れ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
は
当
時
の
ギ
リ
シ
ア
語
で
医
学
的

ま
た
祭
儀
的
意
味
を
も
た
な
い
総
称
的
意
味
の
レ
プ
ラ
と
訳
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
が
地
中
海
沿
岸
都
市
に
侵
入
し
た
の
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
（
前
三
五
六
〜
三
二
三
年
）
の
イ
ン
ド
遠
征
以
後
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
。
医
学
の
祖
と
い
わ
れ
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
（
前
四
五
〇
〜
三
七
〇
年
）
を
は
じ
め
当
時
の
医
師
た
ち
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
こ

と
を
「
象
皮
（Elephantiasis

）」
と
呼
ん
で
い
た
。
(6)

も
し
も
七
十
人
訳
の
訳
者
た
ち
が
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
を
ハ
ン
セ
ン
病
だ
と
考
え
て
い

た
な
ら
、
レ
プ
ラ
で
は
な
く
、Elephantiasis

と
訳
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
皮
膚
の
状
態
を
表
わ
す
ギ
リ
シ
ア
語
の
レ
プ
ラ
が
ど
う
し

て
ハ
ン
セ
ン
病
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
そ
の
混
乱
の
発
端
は
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ヤ
の
医
師
ガ
レ
ノ
ス
と
思
わ
れ
る
。

ガ
レ
ノ
ス
（
一
三
一
〜
二
〇
二
年
）
が
書
き
残
し
た
も
の
に
、「
象
皮
病
は
、
一
五
〇
年
頃
、
地
中
海
沿
岸
地
方
で
は
、
よ
く
見
ら
れ
る

疾
病
で
あ
っ
た
」
(7)

と
記
録
し
て
い
る
が
、
そ
の
象
皮
病
の
中
の
皮
疹
を
主
と
す
る
型
の
も
の
を
レ
プ
ラ
と
呼
ん
だ
た
め
に
、
象
皮
病
そ
の

も
の
が
や
が
て
レ
プ
ラ
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
(8)

こ
の
頃
は
ロ
ー
マ
帝
国
が
制
覇
し
た
時
代
で
、
ギ
リ
シ
ア
語

に
代
わ
っ
て
ラ
テ
ン
語
が
普
及
し
て
い
て
、
聖
書
の
ラ
テ
ン
語
翻
訳
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ラ
テ
ン
語
訳
（
ウ
ル
ガ
タ
）

ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
（
三
四
〇
頃
〜
四
一
九
年
）
は
四
〇
五
年
に
ラ
テ
ン
語
聖
書
を
訳
出
し
た
。
他
に
も
い
く
つ
か
訳
さ
れ
て
い
た
ラ
テ
ン

語
訳
に
代
わ
っ
て
、『
ウ
ル
ガ
タ
』（「
普
通
の
、
一
般
の
、
公
認
の
」
の
意
）
と
し
て
社
会
に
認
め
ら
れ
た
の
は
七
〜
八
世
紀
に
な
っ
て

か
ら
で
あ
っ
た
。『
ウ
ル
ガ
タ
』
が
正
式
に
カ
ト
リ
ッ
ク
で
公
認
さ
れ
た
の
は
一
五
四
六
年
の
ト
レ
ン
ト
公
会
議
に
お
い
て
で
あ
る
。
(9)

「
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
は
翻
訳
に
あ
た
っ
て
、
ヘ
ブ
ル
語
のt[æræx;

を
ギ
リ
シ
ア
語
に
倣
っ
てlevpra

と
い
う
言
葉
を
「
借
用
語
」
と
し
て
、
そ

の
ま
ま
翻
訳
に
使
用
し
た
」
(10)

と
言
わ
れ
る
。

四
〇
五
年
と
い
え
ば
、
ガ
レ
ノ
ス
の
死
後
二
百
年
を
経
て
い
る
が
、
レ
プ
ラ
が
象
皮
病
と
称
さ
れ
て
い
た
ハ
ン
セ
ン
病
そ
の
も
の
を
指
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二
、
翻
訳
の
歴
史
（
二
）
―
―
日
本
語
訳

さ
き
に
中
国
語
聖
書
で
は
「
大
痲
瘋
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
と
記
し
た
が
、
日
本
語
訳
の
明
治
訳
を
見
る
と
「
癩
病
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
英
語
の
を
癩
病
と
訳
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
大
痲
瘋
と
訳
さ
れ
た
も
の
は
な
く
、
す
べ
て
癩
病
と
な
っ
て
い
る
。

(1)

初
期
の
私
訳

聖
書
が
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
て
現
在
残
っ
て
い
る
最
初
の
も
の
は
、
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
が
マ
カ
オ
に
お
い
て
訳
し
た
『
約
翰
福
音
之
伝
』
と

『
約
翰
上
中
下
書
』（
一
八
三
七
年
）
で
あ
る
が
、
(31)

「
聖
書
の
ら
い
」
は
、
新
約
で
は
共
観
福
音
書
と
呼
ば
れ
る
マ
タ
イ
、
マ
ル
コ
、
ル

カ
に
の
み
出
て
く
る
。
そ
れ
ら
の
初
期
の
翻
訳
を
列
挙
す
る
と
、
Ｓ
・
Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
に
よ
る
『
馬
太
福
音
伝
』（
一
八
五
〇
年
）

と
、
Ｂ
・
Ｊ
・
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
『
路
加
伝
福
音
書
』（
一
八
五
五
年
）、『
馬
可
伝
』
一
章
（
刊
行
年
不
詳
）
が
あ

る
。
以
上
は
海
外
で
翻
訳
さ
れ
た
。

日
本
国
内
に
お
い
て
翻
訳
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
Ｊ
・
ゴ
ー
ブ
ル
に
よ
る
『
摩
太
福
音
書
』（
一
八
七
一
年
）、
Ｊ
・
Ｃ
・
ヘ
ボ
ン
と

Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
る
『
馬
可
伝
』（
一
八
七
二
年
）、『
馬
太
伝
』（
一
八
七
三
年
）
で
、
そ
の
ほ
か
聖
書
反
駁
の
た
め
の
田
嶋
象
二

に
よ
る
『
馬
太
氏
遺
伝
書
』（
一
八
七
五
年
）
が
あ
る
。
Ｎ
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
日
本
語
で
初
め
て
『
新
約
全
書
』（
一
八
八
六
年
）
を
訳
し
た
。

バ
チ
ェ
ラ
ー
訳
ア
イ
ヌ
語
新
約
聖
書
は
一
八
九
七
年
に
成
立
し
た
。
(32)

以
上
が
初
期
の
私
訳
で
あ
る
が
、
各
書
が
「
聖
書
の
ら
い
」
を
ど
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
詳
述
す
る
に
は
資
料
が
乏
し
い
。

(2)

委
員
会
訳

明
治
訳
新
約
聖
書

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
日
本
人
牧
師
を
含
む
在
日
各
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
代
表
す
る
宣
教
師
に
よ
っ
て
翻
訳
委
員
会
社
中
が
組
織
さ
れ
て
横
浜

で
翻
訳
さ
れ
た
。
委
員
と
し
て
加
わ
っ
た
日
本
人
牧
師
は
、
奥
野
昌
綱
、
松
山
高
吉
、
高
橋
五
郎
で
、
井
深
梶
之
助
は
ブ
ラ
ウ
ン
を
補
助
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ド
イ
ツ
語
訳

ル
タ
ー
訳
で
は
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
も
レ
プ
ラ
もA

ussatz

と
訳
さ
れ
て
い
る
。
(21)

こ
の
語
は
独
和
辞
書
で
み
る
と
、「→

Lepra

【
医
】
ハ

ン
セ
ン
病
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
、「
昔
こ
の
病
気
に
か
か
っ
た
者
は
共
同
体
か
らaussetzen

「
遺
棄
」
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
」
(21)

き
て
い
る

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
語
訳
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
訳
は
ど
ち
ら
も
　lepra

と
な
っ
て
い
る
。
(23)

中
国
語
訳

中
国
語
の
聖
書
は
旧
新
約
と
も
簡
体
字
で
は
「
大
麻
風
」、
(24)

繁
体
字
で
は
「
大
痲
瘋
」
(25)

と
訳
さ
れ
て
い
る
。
紀
元
前
二
六
九
七
年
の

中
国
最
古
の
医
書
に
は
ハ
ン
セ
ン
病
の
症
状
が
麻
痺
す
る
病
気
と
し
て
正
確
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
中
国
に
は
そ
の
時
代
に
ハ
ン
セ
ン

病
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
宗
時
代
の
書
物
に
は
ハ
ン
セ
ン
病
を
大
痳
風
毒
と
称
し
て
い
た
。
(26)

こ
れ
に
つ
い
て
『
大
漢
和
辭
典
』
で
痲
の
項
を
引
く
と
、「
痲
瘋
は
、
癩
病
」
の
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
、
中
華
大
字
典
か
ら
次
の
漢
文

を
紹
介
し
て
い
る
。「
痳
、
痲
瘋
、
癩
病
也
、
又
名
大
麻
瘋
、
病
原
為
癩
病
菌
」。
(27)

韓
国
語
訳
で
は
旧
新
約
い
ず
れ
も
ム
ン
・
ド
ゥ
ン
・
ピ
ョ
ン
（
ら
い
病
）
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
(28)

新
約
聖
書
の
現
代
ヘ
ブ
ル
語
訳
で
は
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
（t[æræx;

）
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
聖
書
の
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
お
よ
び
レ
プ
ラ
の
翻
訳
に
つ
い
て
幾
つ
か
述
べ
た
が
、
百
科
事
典
で
「
癩
」
の
項
を
引
く
と
、
そ
れ
は

す
べ
て
ハ
ン
セ
ン
病
の
説
明
で
あ
り
、
各
国
の
言
葉
も
聖
書
で
翻
訳
さ
れ
た
言
葉
と
同
じ
で
あ
る
。
癩
（
日
本
語
）、lepra

（
ス
ペ
イ
ン
語
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）、leprosy

（
英
語
）、lèpre

（
フ
ラ
ン
ス
語
）、lebbra
（
イ
タ
リ
ヤ
語
）、A

ussatz

（
ド
イ
ツ
語
）、
麻
風
（
中
国
語
）
(30)

と

記
さ
れ
て
い
る
。
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し
た
。
こ
の
口
語
訳
は
旧
新
約
と
も
「
ら
い
病
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
(39)

共
同
訳
（
新
約
聖
書
）
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
共
同
し
て
動
的
等
価
翻
訳
方
式
（
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
エ
ク
イ
バ
レ
ン
ス
）

で
訳
さ
れ
、
一
九
七
八
年
に
発
行
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
あ
ま
り
普
及
し
な
か
っ
た
。
こ
の
新
約
聖
書
で
は
「
ら
い
病
」
と
訳
さ
れ
て
い

る
。
(40)

続
い
て
共
同
訳
委
員
会
で
は
、
一
九
八
七
年
に
新
共
同
訳
聖
書
を
完
成
し
た
。
旧
約
の
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
の
う
ち
、
人
間
の
皮
膚
に
関
し

て
は
「
皮
膚
病
」
あ
る
い
は
「
重
い
皮
膚
病
」
と
訳
し
、
衣
類
や
壁
の
場
合
は
「
か
び
」
と
訳
さ
れ
た
が
、
新
約
は
「
ら
い
病
」
の
ま
ま

で
あ
っ
た
。
(41)

翻
訳
委
員
会
で
は
新
約
聖
書
の
中
で
レ
プ
ラ
（levpra

）
を
「
ら
い
病
」
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
と
さ
れ
た
が
、

今
後
の
課
題
と
さ
れ
た
。
そ
の
一
文
が
日
本
聖
書
協
会
の
『
聖
書
翻
訳
研
究
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
引
用
す
る
。

そ
の
他
残
さ
れ
て
い
る
問
題
は
、
新
約
と
の
関
係
で
、「
新
共
同
訳
」
の
レ
ビ
記
で
は
「
重
い
皮
膚
病
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
も
の

が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
新
約
の
個
所
で
「
ら
い
病
」（
ル
カ
五
の
一
二
）
と
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な

理
由
が
あ
る
が
、
旧
約
の
ヘ
ブ
ル
語
（tsara'ath

）
は
現
在
病
理
的
に
ハ
ン
セ
ン
病
と
考
え
て
お
ら
ず
、
新
約
の
引
用
と
は
厳
密
に

対
応
し
て
い
な
い
な
ど
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
(42)

こ
れ
を
読
む
限
り
、
新
約
の
「
ら
い
病
」
に
つ
い
て
翻
訳
者
間
で
意
見
が
分
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ハ
ン
セ
ン
病
医
療
に
五
十
年
携
わ

っ
て
き
た
『
聖
書
の
ら
い
』
の
著
者
、
犀
川
一
夫
は
新
約
聖
書
の
レ
プ
ラ
を
ハ
ン
セ
ン
病
と
み
な
す
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
の
見
解
を

示
し
て
い
る
。
(43)

新
改
訳
聖
書

委
員
会
訳
と
し
て
は
福
音
派
陣
営
に
よ
る
新
改
訳
聖
書
（
口
語
訳
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
旧
新
約
は
一
九
七
〇
年
に
日
本
聖
書
刊
行
会
か
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し
た
。
宣
教
師
は
在
日
各
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
代
表
す
る
宣
教
師
の
ヘ
ボ
ン
、
Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
、
グ
リ
ー
ン
、
Ｎ
・
ブ
ラ
ウ
ン
、
マ
ク
レ

ー
ほ
か
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
の
が
元
訳
と
呼
ば
れ
る
明
治
訳
で
分
冊
発
行
の
後
、『
新
約
全
書
』
と
し
て
一
八
八
〇

年
（
明
治
十
三
）
に
英
・
米
の
聖
書
会
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
(33)

こ
れ
ら
を
見
る
と
マ
タ
イ
（
馬
太
傳
福
音
書
）
八
章
二
、
三
節
、
マ
ル
コ
（
馬
可
傳
福
音
書
）
一
章
四
〇
、
四
二
節
な
ど
該
当
の
個
所

は
す
べ
て
「
癩
病
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
(34)

明
治
訳
旧
約
聖
書

旧
約
聖
書
は
当
初
、
東
京
築
地
に
お
い
て
東
京
聖
書
翻
訳
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
後
に
横
浜
の
翻
訳
委
員
会
社
中
と
合
流
し
て
聖
書

翻
訳
常
置
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
十
二
名
の
宣
教
師
に
日
本
人
の
委
員
と
し
て
松
山
高
吉
、
植
村
正
久
、
井
深
梶
之
助
が
加
わ
っ
た
。
分

冊
発
行
の
後
、『
舊
約
全
書
』
は
一
八
八
八
年
（
明
治
二
十
一
）
に
英
・
米
の
聖
書
会
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
(35)

こ
れ
を
見
る
と
レ
ビ
記
（
利
未
記
）
十
三
、
十
四
章
を
は
じ
め
該
当
個
所
は
す
べ
て
「
癩
病
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
(36)

明
治
訳
の
旧

新
約
全
書
は
欽
定
訳
を
重
訳
し
た
の
で
、
英
語
のleprosy

を
「
癩
病
」
と
訳
し
た
。
(37)

大
正
改
訳
新
約
聖
書

英
米
聖
書
会
社
は
大
正
改
訳
と
呼
ば
れ
る
新
約
聖
書
を
文
語
訳
で
一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
に
出
版
し
た
。
そ
れ
に
は
奥
付
け
が
な
い

が
、『
我
ら
の
主
な
る
救
い
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
新
約
聖
書
　
改
譯
』
と
あ
り
、
発
行
は
紐
育
・
倫
敦
・
東
京
　
聖
書
協
會
聯
盟
と

あ
る
。
旧
約
も
改
訳
を
計
画
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
実
現
せ
ず
、
一
九
三
〇
年
に
明
治
訳
と
新
約
の
改
訳
が
文
語
訳
旧
新
約
聖
書
と
し

て
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
改
訳
さ
れ
た
新
約
聖
書
で
も
該
当
個
所
は
す
べ
て
「
癩
病
」
と
な
っ
て
い
る
。
(38)

一
九
三
七
年
（
昭
和
十
二
）
に
日
本
聖
書
協
会
が
設
立
さ
れ
、
聖
書
の
出
版
は
同
協
会
に
引
き
継
が
れ
た
。
戦
後
、
聖
書
協
会
は
、
口

語
訳
聖
書
の
必
要
か
ら
新
約
を
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
十
八
）、
旧
約
を
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
十
九
）
に
先
の
新
約
と
合
わ
せ
て
刊
行
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〇
）。
社
会
的
な
偏
見
と
差
別
の
あ
り
方
が
、
此
処
で
の
「
レ
プ
ラ
」
と
日
本
の
歴
史
上
の
「
ら
い
病
」
と
で
は
類
似
し
て
い
る
の

で
、
敢
え
て
「
ら
い
病
」
と
い
う
訳
語
に
し
た
。
(54)

こ
の
よ
う
に
原
語
の
説
明
を
加
え
な
が
ら
も
、「
ら
い
病
」
と
訳
し
て
い
る
。

尾
山
令
仁
訳
の
「
現
代
訳
」（
一
九
八
三
年
）
は
訳
語
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
レ
ビ
記
一
三
、
一
四
章
は
人
の
皮
膚
に
関
し
て
は

「
伝
染
性
の
皮
膚
病
」、
衣
服
な
ど
は
「
伝
染
性
の
皮
膚
病
の
よ
う
な
も
の
」、
家
に
関
す
る
場
合
は
「
か
び
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
他
の
旧
約
、
新
約
の
該
当
個
所
は
す
べ
て
「
ら
い
病
」
と
な
っ
て
い
る
。
(55)

カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師
ラ
ゲ
（
一
八
五
二
〜
一
九
二
九
年
）
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
、
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
十
三
）
に
発
行
さ
れ
た
文
語

の
新
約
は
「
癩
病
」
と
な
っ
て
い
る
。
(56)

バ
ル
バ
ロ
訳
と
呼
ば
れ
る
口
語
体
旧
新
約
は
一
九
六
四
年
に
発
行
さ
れ
た
。
バ
ル
バ
ロ
と
デ

ル
・
コ
ル
両
神
父
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
見
る
と
「
ら
い
病
」
と
な
っ
て
い
る
。
(57)

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
聖
書
研
究
部
訳
の
『
新

約
聖
書
』
は
「
ら
い
病
」
と
な
っ
て
い
る
。
(58)

ギ
リ
シ
ャ
正
教
の
ニ
コ
ラ
イ
（
一
八
三
六
〜
一
九
一
二
年
）
は
ロ
シ
ヤ
か
ら
一
八
六
一
年
に
来
日
し
、
一
九
〇
一
年
『
我
主
イ
イ
ス

ス
・
ハ
リ
ス
ト
ス
の
新
約
』
を
日
本
人
と
と
も
に
翻
訳
し
た
。
そ
こ
で
は
「
癩
病
」
と
な
っ
て
い
る
。
(59)

以
上
の
よ
う
に
、
委
員
会
訳
、
個
人
訳
の
ほ
と
ん
ど
の
聖
書
が
「
ら
い
病
」
と
訳
し
て
い
る
。

先
の
漢
語
辞
典
で
「
癩
」
の
項
を
引
く
と
、
病
名
と
し
て
の
「
ら
い
び
ゃ
う
」
の
ほ
か
に
「
く
す
り
ま
け
・
き
ず
・
ひ
ぜ
ん
」
(60)

と
あ

る
の
で
広
い
意
味
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
癩
と
い
う
字
が
日
本
で
初
め
て
記
さ
れ
た
も
の
は
山
本
俊
一
の
『
日
本
ら
い
史
』
に
よ
る
と
、

日
本
書
記
（
二
十
二
巻
）
で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
に
は
、
六
一
二
年
に
百
済
か
ら
の
帰
化
人
の
う
ち
の
一
人
に
白
癩
云
々
と
あ
り
、
八
三

三
年
の
令
義
解
に
白
癩
が
悪
疾
（
ア
シ
キ
ヤ
マ
イ
）
と
し
て
正
確
に
ハ
ン
セ
ン
病
の
症
状
が
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
こ
で
は
伝
染
病
と
記
さ

れ
て
い
て
、
流
行
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
、
と
あ
る
。
(60)

従
っ
て
、
日
本
で
は
古
来
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
癩
病
と
し
て
呼
称
し
て
き
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ら
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
聖
書
は
「
原
語
に
忠
実
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
該
当
個
所
は
「
ら
い
病
」
と
な
っ
て
い
る
。
(44)

さ
ら
に
、
い
の
ち
の
こ
と
ば
社
発
行
の
『
リ
ビ
ン
グ
バ
イ
ブ
ル
』
は
一
九
七
八
（
昭
五
十
三
）
年
に
発
行
さ
れ
た
が
、
該
当
個
所
は
「
ら

い
病
」
と
な
っ
て
い
る
。
(45)

同
社
発
行
の
『
詳
訳
聖
書
』（
一
九
六
三
年
）
で
も
「
ら
い
病
」
と
な
っ
て
い
る
。
(46)

(3)

個
人
訳

個
人
訳
と
し
て
「
聖
書
の
ら
い
」
に
関
係
の
あ
る
翻
訳
を
以
下
に
列
挙
す
る
。

永
井
直
治
の
『
新
契
約
聖
書
』
は
文
語
訳
の
新
約
聖
書
で
、
一
九
二
八
年
（
昭
三
）
に
創
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
(47)

ま
た
キ
リ
ス
ト

新
聞
社
発
行
の
新
約
聖
書
（
一
九
五
二
年
）
は
、
渡
瀬
圭
一
郎
、
武
藤
富
男
の
訳
で
あ
る
。
(48)

塚
本
虎
二
訳
の
福
音
書
（
一
九
六
三
年
）、
(49)

岩
隈
直
の
希
和
対
訳
の
新
約
聖
書
（
マ
ル
コ
・
一
九
七
三
年
、
ル
カ
・
一
九
七
八
年
、
マ
タ
イ
・
一
九
八
九
年
）、
(50)

以
上
の
四
冊
で
は

い
ず
れ
も
「
癩
病
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
関
根
正
雄
訳
の
旧
約
聖
書
（
一
九
五
六
年
）
で
は
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
は
す
べ
て
「
ら
い
」、
(51)

前

田
護
郎
訳
の
新
約
聖
書
（
一
九
八
三
年
）
は
「
ら
い
者
」「
ら
い
病
」、
(52)

柳
生
直
行
訳
の
新
約
聖
書
（
一
九
八
五
年
）
で
は
「
癩
者
」

「
ら
い
病
」
(53)

と
な
っ
て
い
る
。

最
近
一
九
九
六
年
十
一
月
に
岩
波
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
新
約
聖
書
　
福
音
書
』（
佐
藤
研
・
小
林
稔
訳
）
の
補
注
・
用
語
解
説
欄

の
「
ら
い
び
ょ
う
・
ら
い
病
（lepra

）」
を
見
る
と
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

原
語
は
、
七
十
人
訳
聖
書
で
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
「
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ー
ト
」
の
訳
語
と
さ
れ
て
お
り
、
一
般
に
は
「
ら
い
病
」
と
訳
さ

れ
る
が
、
必
ず
し
も
正
確
な
訳
で
は
な
い
。
こ
れ
は
ハ
ン
セ
ン
病
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
の
皮
膚
疹
的
病
理
現
象
を
総

括
す
る
集
合
概
念
、
当
時
は
祭
儀
的
に
特
に
「
穢
れ
た
」
病
と
見
な
さ
れ
、
患
者
は
強
制
的
に
社
会
か
ら
隔
離
・
遮
断
さ
れ
て
（
レ

ビ
一
三
章
四
六
参
照
）、
公
け
の
場
に
出
て
く
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
病
を
罪
の
結
果
の
罰
と
み
な
す
当
時
の

概
念
の
中
で
も
、「
レ
プ
ラ
」（「
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ー
ト
」）
は
特
に
そ
の
典
型
例
で
あ
っ
た
（
民
数
一
二
章
九
〜
一
二
、
代
下
二
六
章
二
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「
重
い
皮
膚
病
」
に
読
み
か
え
る
と
共
に
、「
ら
い
病
」
の
用
語
の
使
用
廃
止
を
求
め
て
い
る
。
(67)

同
様
な
要
望
は
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協

議
会
か
ら
も
四
月
十
一
日
付
で
出
さ
れ
た
。
(68)

こ
れ
ら
の
要
望
を
受
け
て
、
日
本
聖
書
協
会
で
は
昨
年
十
一
月
の
委
員
会
で
変
更
が
決
定
さ
れ
、
三
月
七
日
に
変
更
を
発
表
し
た
こ
と

は
さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
新
共
同
訳
だ
け
で
な
く
、
口
語
訳
も
文
語
訳
も
こ
れ
か
ら
印
刷
す
る
も
の
に
つ
い
て
順
次
変
更
す
る

と
い
う
。
日
本
聖
書
協
会
で
は
「
重
い
皮
膚
病
」
と
い
う
語
は
暫
定
的
な
言
葉
で
将
来
も
っ
と
適
切
な
言
葉
が
あ
れ
ば
変
更
も
考
え
る
と

い
う
。
(69)

た
し
か
に
「
重
い
皮
膚
病
」
で
は
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
の
も
つ
浄
、
不
浄
と
い
う
儀
式
上
の
意
味
合
い
は
表
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ま
ず

善
処
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
既
に
四
月
か
ら
発
売
さ
れ
た
新
共
同
訳
の
小
型
聖
書
で
は
新
約
の
「
ら
い
病
」
の
個
所
が
旧
約

同
様
に
「
重
い
皮
膚
病
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
(70)

新
共
同
訳
聖
書
で
「
重
い
皮
膚
病
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
立

療
養
所
・
長
島
愛
生
園
医
官
の
中
井
栄
一
は
、「
今
度
は
皮
膚
病
の
患
者
の
人
権
に
関
わ
っ
て
く
る
の
で
、
適
切
な
翻
訳
が
無
い
の
な
ら

聖
書
の
原
語
の
ま
ま
、
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
の
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。
米
国
皮
膚
学
会
の
カ
プ
ラ
ン
氏
も
同
意

見
を
発
表
し
て
い
る
。
(71)

筆
者
も
同
様
の
意
見
で
あ
る
が
、
暫
定
的
に
せ
よ
、
今
回
「
ら
い
病
」
の
表
記
が
替
わ
っ
た
こ
と
を
歓
迎
し
て

い
る
。

『
実
用
聖
書
注
解
』
の
中
で
千
代
崎
秀
雄
は
、「
こ
の
時
の
病
気
を
〈
ら
い
病
〉
と
訳
す
の
は
現
代
の
名
称
「
ハ
ン
セ
ン
病
」
と
同
一

視
し
、
し
か
も
こ
れ
を
罪
の
結
果
と
考
え
る
偏
見
と
誤
謬
を
支
持
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
は
な
は
だ
問
題
で
あ
る
」
と
し
、「
重
い
ひ
ふ
病

（
新
共
同
訳
）
が
訳
と
し
て
よ
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
(72)

こ
の
『
実
用
聖
書
注
解
』
の
レ
ビ
記
一
三
、
一
四
章
の
注
解
に
は
見
出
し
を
伝

染
性
皮
膚
病
と
し
、
衣
服
・
家
に
関
し
て
は
「
か
び
」
と
し
て
い
る
。
(73)

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
旧
約
聖
書
注
解
は
「
悪
性
の
皮
膚
病
」
と
「
か
び
」
と
訳
し
て
い
る
が
、
(74)

今
日
で
は
「
悪
性
の
」
と
い
う
場
合
、
皮
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た
よ
う
で
あ
る
。

三
、
最
近
の
動
向

十
九
世
紀
に
入
っ
て
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
は
ハ
ン
セ
ン
病
で
は
な
い
と
す
る
医
学
者
が
増
え
、
聖
書
の
脚
注
に
そ
の
旨
、
記
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
レ
プ
ロ
シ
ー
を
使
わ
ず
、「
悪
性
の
皮
膚
病
」（
Ｎ
Ｅ
Ｂ
）
や
「
恐
ろ
し
い
皮
膚
病
」（
Ｇ
Ｎ
Ｂ
）
(62)

、「
伝
染
性
皮
膚

病
」（
Ｎ
Ｉ
Ｖ
）
(63)

と
訳
出
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、N

ew
InternationalV

ersion

を
見
る
と
、
レ
ビ
記
や
民
数
記
五
章
二
節
の
人
間
の

皮
膚
に
関
し
て
は
「
伝
染
性
皮
膚
病
（infectious

skin
disease

）」
で
あ
る
が
、
そ
の
他
は
旧
約
も
新
約
もleprosy

と
な
っ
て
い
る
。
下

の
注
を
見
る
と
、
前
者
は
「
伝
統
的
に
ら
い
病
、
ヘ
ブ
ル
語
の
こ
の
言
葉
は
皮
膚
に
生
ず
る
種
々
の
病
気
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
レ
プ
ロ

シ
ー
で
は
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
「
伝
統
的
に
ら
い
病
」
の
語
句
が
除
か
れ
て
、「
ヘ
ブ
ル
語
（
ギ
リ
シ
ア
語
）
の
こ
の
言

葉
は
皮
膚
に
生
ず
る
種
々
の
病
気
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
レ
プ
ロ
シ
ー
で
は
な
い
」
と
注
に
記
さ
れ
て
い
る
。
(64)

G
ood
N
ew
s
B
ible

（
Ｇ
Ｎ
Ｂ
）、T

oday's
E
nglish

V
ersion

（
Ｔ
Ｅ
Ｖ
）
に
はleprosy

と
い
う
言
語
は
一
切
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
恐
ろ
し
い
皮
膚
病

（dreaded
skin
disease

）
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
。
(65)

こ
の
よ
う
に
一
九
六
〇
年
代
以
降
、「
聖
書
の
ら
い
」
に
注
が
つ
け
ら
れ
た

り
、
表
記
が
変
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
で
も
一
九
九
六
年
三
月
二
十
七
日
の
国
会
に
お
い
て
「
ら
い
予
防
法
」
が
廃
止
さ
れ
た
の
に
伴
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
界
で
は
「
ら

い
」
の
表
記
を
変
更
す
る
動
き
が
出
て
き
た
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
日
本
基
督
教
団
東
中
国
教
区
総
会
（
一
九
九
六
年
五
月
）
で
聖
書
の

「
ら
い
病
」
と
い
う
語
を
適
切
な
言
葉
に
変
更
す
る
よ
う
日
本
聖
書
協
会
と
日
本
聖
書
刊
行
会
に
提
案
す
る
決
議
を
可
決
し
た
。
(66)

ま
た
、

日
本
聖
公
会
も
、『「
ら
い
予
防
法
」
廃
止
と
そ
れ
に
伴
う
十
全
な
措
置
を
求
め
る
宣
言
』
を
、
一
九
九
六
年
五
月
の
日
本
聖
公
会
第
四
十

九
（
定
期
）
総
会
の
総
会
名
で
出
し
た
。
こ
の
宣
言
文
は
、
謝
罪
に
続
く
後
半
に
、
聖
書
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
ら
い
病
」
の
名
称
を
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あ
る
。
(80)

ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
は
元
来
ア
ラ
ビ
ア
語
か
ら
派
出
し
た
言
葉
で
、「
種
を
撒
く
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
ザ
ァ

ー
ラ
ア
（[ræz:

）
に
、
状
態
を
示
す
接
尾
語
ア
ト
（t[ææ

）
が
結
び
付
き
、「
撒
布
」
と
か
体
表
面
に
現
れ
る
「
発
疹
」「
斑
紋
」
を
意
味
す

る
言
葉
が
で
き
た
と
さ
れ
る
。
(81)

ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
（
同
根
の
変
化
形
を
含
む
）
は
旧
約
聖
書
で
五
五
回
ほ
ど
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

う
ち
の
三
四
回
は
レ
ビ
記
一
三
、
一
四
章
に
出
て
く
る
。
(82)

そ
の
他
の
記
述
個
所
を
あ
げ
る
と
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
四
章
六
〜
七
、
レ
ビ
記

一
三
、
一
四
章
、
同
二
二
章
四
、
民
数
記
五
章
二
、
同
一
二
章
九
〜
一
五
、
申
命
記
二
四
章
八
〜
九
、
サ
ム
エ
ル
記
下
三
章
二
九
、
列
王

記
下
五
章
一
〜
二
七
、
同
七
章
三
〜
一
〇
、
同
一
五
章
五
、
歴
代
志
下
二
六
章
一
六
〜
二
三
で
あ
る
。
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
の
記
述
は
レ
ビ
記

一
三
、
一
四
章
に
詳
し
く
出
て
い
る
。
し
か
し
、
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
は
人
間
の
皮
膚
だ
け
で
な
く
、
羊
毛
ま
た
は
亜
麻
の
衣
服
、
布
や
皮
、

家
の
壁
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
表
面
上
、
損
な
わ
れ
た
状
態
の
総
称
を
表
わ
す
語
で
、
そ
れ
を
一
語
で
訳
出
で
き
る
用
語
は
無

い
と
言
わ
れ
る
。
(83)

レ
ビ
記
一
三
章
に
で
て
く
る
症
状
は
種
々
記
さ
れ
て
い
る
。
人
の
皮
膚
に
、
腫
れ
、
で
き
も
の
、
光
る
も
の
が
あ

り
、
そ
の
患
部
が
皮
よ
り
深
く
見
え
、
毛
が
白
く
変
わ
り
れ
ば
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
と
断
定
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
皮
膚
や
毛
髪
が
白
く
な
る

と
繰
り
返
し
言
わ
れ
て
い
る
。

ハ
ン
セ
ン
病
専
門
医
の
犀
川
一
夫
は
そ
の
著
書
『
聖
書
の
ら
い
』
で
、「
ハ
ン
セ
ン
病
の
特
徴
的
な
症
状
は
、
末
梢
神
経
の
症
状
、
即

ち
、
知
覚
麻
痺
や
、
運
動
神
経
麻
痺
症
状
、
更
に
そ
れ
ら
に
起
因
す
る
二
次
的
症
状
な
の
で
あ
る
」
(84)

と
し
、
し
た
が
っ
て
麻
痺
が
特
徴

で
あ
っ
て
、
痒
く
は
な
ら
ず
、
レ
ビ
記
に
あ
る
「
毛
が
白
く
な
る
」
こ
と
は
な
い
、
と
記
し
て
い
る
。
十
九
世
紀
末
の
イ
ギ
リ
ス
の
著
名

な
医
師
リ
ス
ド
ン
・
ベ
ネ
ッ
ト
(85)

は
、「
レ
ビ
記
に
は
近
代
語
の
ら
い
病
に
対
す
る
言
及
は
な
く
、
乾
癬
か
皮
膚
に
生
じ
る
う
ろ
こ
状
の

発
疹
か
ら
成
る
類
似
の
何
か
他
の
病
気
か
、
も
っ
と
深
刻
度
の
少
な
い
あ
る
一
つ
の
ま
た
は
幾
つ
か
の
病
気
に
対
す
る
言
及
が
あ
る
に
す

ぎ
ぬ
」
と
『
聖
書
の
病
気
』（The

D
eseasesofthe

B
ible

）
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
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膚
癌
を
指
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
訳
と
し
て
は
さ
ら
に
推
考
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

日
本
福
音
同
盟
（
Ｊ
Ｅ
Ａ
）
で
は
、
一
九
九
二
年
九
月
に
、「
聖
書
に
記
さ
れ
て
い
る
『
ら
い
病
』
は
必
ず
し
も
現
代
の
ら
い
病
（
ハ

ン
セ
ン
病
）
と
同
じ
で
な
い
こ
と
、
ま
た
、
聖
書
に
お
い
て
『
ら
い
病
』
は
罪
の
象
徴
と
し
て
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
」
す
る
文

書
(75)

を
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
度
、「『
ら
い
予
防
法
の
廃
止
に
関
す
る
法
律
』
の
制
定
を
う
け
て
」
と
い
う
文
書
(76)

を
六
月
二
日
の
理

事
会
で
承
認
し
、
加
盟
団
体
に
送
付
し
た
。
反
省
と
決
意
が
盛
ら
れ
た
謝
罪
文
で
あ
る
。
謝
罪
文
と
し
て
は
、
一
九
九
六
年
四
月
五
日
の

真
宗
大
谷
派
、
(77)

同
年
五
月
二
十
三
日
の
日
本
聖
公
会
(78)

、
同
年
七
月
九
日
の
日
本
基
督
教
団
東
中
国
教
区
(79)

に
続
く
も
の
で
あ
る
。
Ｊ

Ｅ
Ａ
の
今
回
の
文
書
中
、
具
体
的
に
は
新
改
訳
聖
書
の
「
ら
い
病
」
あ
る
い
は
「
ら
い
病
人
」
の
訳
語
を
適
切
な
語
句
に
差
し
替
え
る
よ

う
に
、
日
本
聖
書
刊
行
会
お
よ
び
新
改
訳
聖
書
刊
行
会
へ
申
し
入
れ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
Ｊ
Ｅ
Ａ
加
盟
各
位
に
、
註
解
書
、
そ
の

他
の
も
の
を
含
む
印
刷
物
の
見
直
し
を
要
請
し
、
不
適
切
な
表
現
の
修
正
に
努
め
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

二
　
聖
書
に
お
け
る
「
ら
い
」

以
下
に
お
い
て
聖
書
に
お
け
る
主
な
該
当
個
所
を
と
り
あ
げ
、
加
え
て
、
誤
っ
た
解
釈
、
注
解
の
影
響
を
述
べ
る
。

一
、
旧
約
聖
書
の
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト

旧
約
聖
書
で
こ
れ
ま
で
「
ら
い
病
」「
ら
い
病
人
」
と
訳
さ
れ
て
き
た
ヘ
ブ
ル
語
の
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
（t[æræx;

）
に
つ
い
て
、
元
の
語
源

は
「
崩
壊
す
る
」「
打
ち
く
だ
く
」
と
い
う
説
と
、
す
ず
め
蜂
か
、
く
ま
蜂
を
意
味
す
る
ツ
ィ
ル
ア
ー
（h[;r“xi

）
を
語
源
だ
と
す
る
説
が
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以
上
か
ら
考
察
す
る
と
、
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
が
癒
さ
れ
た
場
合
の
献
げ
物
の
儀
式
か
ら
罪
を
と
り
た
て
て
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

今
日
で
は
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
を
ハ
ン
セ
ン
病
と
し
た
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
含
む
と
い
う
説
を
と
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

ミ
イ
ラ
や
墓
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
古
人
骨
を
鑑
定
す
る
研
究
結
果
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
六
二
年
に
メ

ー
ラ
ー
・
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
が
発
表
し
た
、
ハ
ン
セ
ン
病
し
か
起
こ
さ
な
い
骨
の
特
殊
な
変
化
を
鑑
定
す
る
研
究
結
果
な
ど
も
そ
う
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
今
日
ハ
ン
セ
ン
病
と
し
て
知
ら
れ
る
病
気
は
「
モ
ー
セ
や
族
長
の
時
代
、
バ
ビ
ロ
ン
の
捕
囚
と
捕
囚
後
に
す
ら
、
聖

書
の
土
地
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
断
言
で
き
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
(87)

二
、
新
約
聖
書
の
レ
プ
ラ

levpra

（
レ
プ
ラ
）
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
の
ギ
リ
シ
ア
語
と
し
て
レ
プ
ラ
と
訳
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
レ
プ

ラ
と
い
う
語
は
う
ろ
こ
状
の
、
か
さ
ぶ
た
の
あ
る
状
態
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
お
り
、
皮
を
剥
ぐ
、
さ
や
を
と
る
、
う
ろ
こ
を
取
る
、
皮

膚
を
す
り
む
く
、
樹
皮
を
は
ぐ
意
味
の
レ
ポ
ー
（levpw

）
の
語
源
か
ら
き
て
い
る
。
(88)

こ
の
レ
プ
ラ
と
い
う
語
は
、
物
体
や
皮
膚
の
表

面
に
見
ら
れ
る
汚
れ
、
し
み
、
あ
ざ
、
か
さ
ぶ
た
、
ふ
け
、
斑
紋
な
ど
を
意
味
す
る
が
、
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
の
よ
う
な
浄
・
不
浄
と
い
う
祭

儀
的
意
味
は
全
く
な
い
。
(89)

新
約
の
レ
プ
ラ
の
個
所
に
は
症
状
の
詳
し
い
記
述
が
な
い
。
ル
カ
だ
け
が
、「
全
身
傷
で
お
お
わ
れ
た
」（
ル

カ
五
章
一
二
）
と
表
現
し
て
い
る
。
レ
プ
ラ
は
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
と
同
様
の
扱
い
を
う
け
て
い
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
イ
エ
ス
は
レ
プ

ラ
の
人
に
手
を
延
べ
、
彼
を
を
き
よ
め
た
後
、
身
体
を
祭
司
に
見
せ
る
よ
う
に
と
告
げ
て
い
る
。

次
に
用
例
の
個
所
を
記
す
。
イ
エ
ス
の
癒
し
と
し
て
は
、
マ
タ
イ
八
章
一
〜
四
、
マ
ル
コ
一
章
四
〇
〜
四
五
、
ル
カ
五
章
一
二
〜
一
六
、

一
七
章
一
一
〜
一
九
が
あ
る
。
そ
の
他
に
は
、
マ
タ
イ
一
〇
章
五
〜
一
五
、
一
一
章
二
〜
六
、
二
六
章
六
〜
一
三
、
マ
ル
コ
一
四
章
三
〜
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レ
ビ
記
一
四
章
三
に
は
、「
も
し
ら
い
病
の
患
部
が
い
え
て
い
る
な
ら
ば
」、
と
あ
る
の
で
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
は
不
治
の
病
で
は
な
い
。
申

命
記
二
八
章
二
七
に
「
い
や
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
病
気
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
。
患
部
が
い
え
る
と
い
う
言
葉
は
家
の
壁
の
ツ

ァ
ー
ラ
ア
ト
（
レ
ビ
一
四
章
四
八
）
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
祭
司
が
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
と
鑑
定
す
れ
ば
そ
の
人
や
事
物
は
不
浄
と
み
な
さ

れ
た
が
、
民
数
記
五
章
二
で
は
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
と
同
様
に
流
出
の
あ
る
者
、
死
体
に
触
れ
た
者
を
不
浄
と
み
な
し
て
宿
営
の
外
に
出
す
よ

う
命
じ
て
い
る
の
で
、
汚
れ
と
か
不
浄
を
考
え
る
と
き
も
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
だ
け
を
特
別
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
は
祭
司
に

判
定
が
委
ね
ら
れ
、
人
の
皮
膚
に
で
き
た
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
で
あ
っ
て
も
、
他
の
病
気
の
よ
う
に
「
癒
す
」
と
い
わ
ず
、「
き
よ
め
る
」
と

い
う
。
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
が
浄
、
不
浄
に
か
か
わ
る
こ
と
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
こ
の
儀
式
は
、
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
が
ミ
リ
ア
ム
や

ウ
ジ
ヤ
を
例
に
し
て
罪
と
結
び
つ
い
た
病
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
レ
ビ
記
一
三
、
一
四
章
に
は
罪
の
結
果
と
い
う
記
載
は

な
い
。
た
し
か
に
、
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
が
癒
さ
れ
た
場
合
に
行
う
献
げ
も
の
の
儀
式
の
一
つ
に
罪
祭
が
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
新
共
同
訳

に
基
づ
く
『
旧
約
聖
書
注
解
I
』
に
よ
る
と
、
こ
の
儀
式
は
汚
れ
か
ら
清
め
る
た
め
で
あ
っ
て
、
罪
の
た
め
で
は
な
い
、
と
あ
る
。
そ
れ

は
清
め
ら
れ
る
（
タ
ー
へ
ー
ル

rhef;

、
レ
ビ
一
二
章
七
、
八,

一
四
章
二
〇
、
五
三
な
ど
）
の
で
あ
っ
て
罪
を
犯
し
た
場
合
の
罪
が
赦
さ

れ
る
（
サ
ー
ラ
ハ

jlæs;

の
受
身
形
、
レ
ビ
四
章
二
〇
、
二
六
、
三
一
、
三
五
な
ど
）
と
は
区
別
さ
れ
る
。
ま
た
三
つ
の
動
物
犠
牲
の
う

ち
、
罪
祭
で
な
く
、
愆
祭
が
他
の
動
物
犠
牲
に
先
立
っ
て
重
要
な
も
の
と
し
て
さ
さ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
方
法
も
普
通
の
愆
祭
の
仕
方
で
は

な
く
、
祭
司
の
任
職
式
（
レ
ビ
八
章
二
二
〜
二
四
）
と
同
じ
で
あ
る
。
(86)

愆
祭
は
お
お
む
ね
知
ら
ず
に
犯
し
た
罪
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
の
愆
祭
に
は
必
ず
雄
の
小
羊

（
レ
ビ
一
四
章
一
〇
、
二
一
）
が
使
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ナ
ジ
ル
び
と
の
愆
祭
に
も
必
ず
雄
の
小
羊
が
使
わ
れ
る
（
民
数
六
章
一
二
）。

罪
祭
は
雄
の
小
牛
、
雄
雌
の
や
ぎ
が
使
わ
れ
る
が
、
羊
が
使
わ
れ
る
と
き
も
、
雄
の
小
羊
は
使
わ
れ
ず
、
必
ず
雌
の
小
羊
（
レ
ビ
一
四
章

一
〇
、
四
章
三
二
、
五
章
六
）
が
献
げ
ら
れ
る
。
新
共
同
訳
は
な
ぜ
か
小
羊
で
は
な
く
、
羊
と
訳
し
て
い
る
（
レ
ビ
一
四
章
一
〇
、
二
一
）

138



ヤ
の
ラ
ザ
ロ
は
同
じ
ベ
タ
ニ
ヤ
の
「
ら
い
病
人
シ
モ
ン
」（
マ
タ
イ
二
六
章
六
、
マ
ル
コ
一
四
章
三
）
と
結
び
つ
け
て
、「
ら
い
患
者
の
守

護
聖
人
」
に
さ
れ
た
と
い
う
。
(95)

ま
た
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
な
る
と
、
生
き
な
が
ら
に
し
て
死
者
と
見
な
さ
れ
る
模
擬
埋
葬
の
儀
式
が
行

わ
れ
た
。
こ
れ
は
教
会
の
典
礼
書
の
中
に
「
ラ
イ
患
者
を
現
世
の
外
に
お
く
方
法
」
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
(96)

こ
の
よ
う
に
誤
っ
た

聖
書
解
釈
が
ハ
ン
セ
ン
病
の
差
別
と
偏
見
を
助
長
し
た
と
言
え
る
。

結
論

こ
の
論
文
で
論
証
し
た
の
は
、「
聖
書
の
ら
い
」
は
ハ
ン
セ
ン
病
で
は
な
く
、
ま
た
罪
の
譬
え
と
し
て
語
る
解
釈
は
必
ず
し
も
適
切
で

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
論
一
章
で
は
、
ヘ
ブ
ル
語
の
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
が
ギ
リ
シ
ア
語
の
レ
プ
ラ
に
翻
訳
さ
れ
、
さ
ら
に
、
ラ
テ
ン
語
、
英
語
そ
の
他
の
各
国

語
に
訳
さ
れ
る
過
程
で
、
医
学
名
と
し
て
の
レ
プ
ラ
と
同
一
視
さ
れ
て
い
っ
た
た
め
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
と
の
混
乱
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
示

し
た
。

二
章
で
は
、
ヘ
ブ
ル
語
の
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
と
ギ
リ
シ
ア
語
の
レ
プ
ラ
の
意
味
と
用
例
の
中
か
ら
「
聖
書
の
ら
い
」
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
で

は
な
い
こ
と
を
述
べ
た
。

特
に
今
世
紀
半
ば
に
な
っ
て
、
医
学
的
に
は
ハ
ン
セ
ン
病
が
完
治
す
る
病
気
と
な
り
、
古
人
骨
を
発
掘
調
査
し
た
結
果
、
聖
書
の
ツ
ァ

ー
ラ
ア
ト
の
書
か
れ
た
時
代
に
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
な
か
っ
た
こ
と
が
定
説
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
聖
書
学
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
専
門
医
の

見
解
か
ら
、「
聖
書
の
ら
い
」
は
ハ
ン
セ
ン
病
で
は
な
い
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
現
代
の
英
語
聖
書
の
中
に
は
、
但
し
書
き
や
表
記
の
変
更
が
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
本
年
（
一
九
九
七
年
）
四
月

に
発
売
さ
れ
た
新
共
同
訳
の
小
型
聖
書
か
ら
は
「
ら
い
病
」、「
ら
い
病
人
」
の
表
記
は
な
く
な
っ
た
。
日
本
聖
書
協
会
の
発
表
に
よ
る
と
、
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九
、
ル
カ
四
章
二
〇
〜
三
〇
、
七
章
二
二
が
あ
る
。
新
約
聖
書
に
お
い
て
共
観
福
音
書
以
外
、
レ
プ
ラ
は
出
て
こ
な
い
。
レ
プ
ラ
は
ツ
ァ

ー
ラ
ア
ト
と
同
じ
意
味
合
い
を
も
っ
て
い
て
、
異
邦
人
に
は
重
要
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

三
、
誤
っ
た
解
釈
の
影
響

オ
リ
ゲ
ネ
ス
（
一
八
五
頃
〜
二
五
四
年
頃
）
以
来
、
大
勢
の
キ
リ
ス
ト
教
の
作
家
や
聖
職
者
は
、
ら
い
を
罪
の
ひ
と
つ
の
典
型
と
み
な

し
た
。
オ
リ
ゲ
ネ
ス
は
、「
人
々
の
す
べ
て
の
誤
っ
た
見
解
の
原
因
は
、
彼
ら
が
聖
書
を
霊
的
な
意
味
で
理
解
せ
ず
、
文
字
の
表
わ
す
ま

ま
の
意
味
に
理
解
し
て
い
る
点
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
い
う
聖
書
解
釈
を
し
て
い
る
（『
諸
原
理
に
つ
い
て
』
四
巻
二
、
二
）。
彼
の
方
法

は
聖
書
解
釈
の
歴
史
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
ギ
リ
シ
ア
教
父
の
み
な
ら
ず
、
ラ
テ
ン
教
父
に
も
、
ま
た
中
世
の
神
学
者
に
も
受
け
継

が
れ
た
。
(90)

彼
は
レ
ビ
記
の
説
教
に
お
い
て
も
「
ら
い
」
を
罪
と
関
連
し
て
語
っ
て
い
る
。
(91)

ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
（
三
四
七
頃
〜
四

〇
七
年
）
も
、
マ
タ
イ
福
音
書
八
章
二
〜
四
の
説
教
の
中
で
、「
罪
で
あ
る
ら
い
の
み
を
怖
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
(92)

ド
ミ
ニ
コ
会
の
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
（
一
二
二
五
〜
七
四
年
）
も
『
神
学
大
全
』（
一
二
六
六
〜
七
二
年
）
の
中
で
「
家
の
ら
い
病
は

異
端
者
た
ち
の
会
衆
の
汚
れ
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
亜
麻
布
の
衣
服
に
つ
い
て
い
わ
れ
る
ら
い
病
な
る
も
の
、
…
…
多
く
の
場
合
ら

い
病
は
罪
の
結
果
で
あ
る
。
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
。
(93)

こ
の
よ
う
な
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
釈
義
は
比
喩
的
に
傾
い
た
中
世
の
解
釈

を
代
表
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
聖
書
の
ら
い
」
を
罪
の
比
喩
と
す
る
説
教
や
注
解
書
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
さ
ら
に
「
聖
書
の

ら
い
」
を
ハ
ン
セ
ン
病
そ
の
も
の
と
し
て
説
教
し
た
り
注
解
し
て
い
る
も
の
も
数
多
く
あ
る
。

同
様
に
近
代
の
バ
ー
ク
レ
ー
や
ケ
ロ
ッ
グ
は
、
罪
の
比
喩
と
と
も
に
ハ
ン
セ
ン
病
そ
の
も
の
と
し
て
注
解
し
て
い
る
。
(94)

ハ
ン
セ
ン
病

者
の
施
設
名
に
「
ラ
ザ
ロ
の
家
」
と
か
「
ラ
ザ
レ
ッ
ト
」、「
ラ
ザ
リ
ン
」
と
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ベ
タ
ニ
ヤ
の
ラ
ザ
ロ
（
ヨ
ハ
ネ
一
一
章

一
）、
あ
る
い
は
で
き
も
の
が
で
き
て
物
乞
い
を
し
て
い
た
ラ
ザ
ロ
（
ル
カ
一
六
章
二
〇
）
の
名
を
と
っ
て
名
付
け
ら
れ
、
特
に
ベ
タ
ニ
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(8)

『
聖
書
の
ら
い
』、
前
掲
書
、
一
一
一
〜
一
一
二
、
一
二
七
頁
。
ア
ラ
ビ
ア
医
学
で
は
フ
イ
ラ
リ
ヤ
病
を
象
皮
病
と
呼
ん
で
い
た
の
で
、
ア
ラ
ビ
ア
象
皮
病
は
フ
イ
ラ
リ
ヤ
病

を
指
し
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
ギ
リ
シ
ア
象
皮
病
（Elephantiasis

G
reece

）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

(9)

『
キ
リ
ス
ト
教
大
事
典
』、
教
文
館
、
一
九
六
三
年
初
、
一
九
六
八
年
改
訂
新
版
、
一
三
二
頁
。
バ
ル
バ
ロ
―
デ
ル
・
コ
ル
『
旧
約
・
新
約
聖
書
』、
ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
、
一

九
六
四
年
の
全
聖
書
序
論
二
六
〜
三
〇
頁
参
照
。

(10)

『
聖
書
の
ら
い
』、
前
掲
書
、
五
六
頁
。

(11)

『
岩
下
壮
一
全
集
』、
前
掲
書
、
二
二
頁
。

(12)

B
IB
LIA
SA
C
R
A
LA
TIN
A
,

（V
ulgate

）Sam
uelB

agster&
Sons,

に
は
「
レ
プ
ラ
に
な
っ
た
者
の
よ
う
に
」（quasileprosum

）
と
い
う
語
が
入
っ
て
い
る
。

(13)

『
聖
書
の
ら
い
』、
前
掲
書
、
五
七
頁
。

(14)

『
聖
書
の
ら
い
』、
前
掲
書
五
八
頁
。

(15)

H
oly

B
ible

（K
ing
Jam
esV
ersion

）1611,1985

（rp.

）
お
よ
びThe

B
ible

（A
uthorized

V
ersion

）1954,1959
(rp
).

(16)

The
B
ible

（R
evised

Standard
V
ersion

）1881-1885
and
1901,1952(rp.).

(17)

N
ew
English

B
ible

（
Ｎ
Ｅ
Ｂ
）N

ew
Testam

ent,O
xford

C
am
bridge

U
ni.Press,1961.

(18)

H
O
LY
B
IB
LE

（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）Thom

asN
elson

＆Sons,1901,1929.

(19)

TH
E
B
IB
LE

（M
offatt

）H
odder&

Stoughton,1957.

(20)

『
聖
書
の
中
の
「
ら
い
」』、
前
掲
書
、
四
六
〜
四
七
頁
。

(21)

D
ie
B
ibel

（Trans.B
y
D
.M
artin
Luther

）P.W
.B
.Stuttgart,1912

（rp.

）.

(22)

『
ク
ラ
ウ
ン
独
和
辞
典
』、
三
省
堂
、
一
九
九
一
年
、
一
九
九
六
年
（
第
十
三
刷
）
一
二
八
頁
。

(23)

日
西
対
照
「
新
約
聖
書
」
日
本
語：

新
共
同
訳
　
ス
ペ
イ
ン
語：

V
ersion

Popular
N
U
EV
O

TESTA
M
EN
TO
,

日
本
聖
書
協
会
、
一
九
八
八
年
、
お
よ
び
ブ
ラ
ジ
ル
移

民
八
十
周
年
記
念
出
版，

日
ポ
対
照
「
新
約
聖
書
　
詩
篇
つ
き
新
共
同
訳
」N

O
V
O
TESTA

M
EN
TO
e
SA
LM
O
S,

日
本
聖
書
協
会
、
一
九
八
八
年
。

(24)

中
国
へ
の
聖
書
頒
布
用
（
簡
体
字
）
で
、
旧
新
約
全
書
と
書
か
れ
て
い
る
。
奥
付
は
な
い
。

(25)

『
聖
経
』、
一
九
八
四
年
に
台
湾
で
発
行
さ
れ
た
も
の
に
よ
る
。

(26)

『
聖
書
の
ら
い
』、
前
掲
書
、
六
五
、
二
五
頁
。
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差
し
替
え
ら
れ
た
「
重
い
皮
膚
病
」、「
皮
膚
病
」、「
か
び
」
は
適
切
な
語
句
が
あ
る
ま
で
の
暫
定
的
な
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
今
後
印
刷

さ
れ
る
「
口
語
訳
」
も
「
文
語
訳
」
も
同
じ
表
記
に
替
え
る
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
新
共
同
訳
以
前
の
訳
で
は
、
委
員
会
訳
も
ほ
と
ん
ど
の
個
人
訳
も
「
癩
病
」
あ
る
い
は
「
ら
い
病
」
と
訳
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た

め
旧
約
聖
書
か
ら
誤
っ
た
解
釈
の
結
果
、
罪
の
譬
え
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
ハ
ン
セ
ン
病
を
病
ん
だ
当
事
者
や
関
係
者
を

苦
し
め
て
き
た
。

聖
書
か
ら
「
ら
い
病
」
の
語
が
消
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
差
別
と
偏
見
の
元
凶
は
聖
書
と
二
千
年
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に

あ
る
(97)

と
言
わ
れ
る
汚
名
を
徐
々
に
返
上
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
注
解
書
や
聖
書
辞
典
類
も
書
き
変
え
ら
れ
る
日
も
そ
う
遠
く
な
い
。
そ
う

な
れ
ば
、「
ら
い
病
」
を
罪
の
譬
え
と
し
て
語
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。

注
＊
こ
の
論
文
は
大
阪
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学
神
学
科
（
専
攻
科
）
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
を
ま
と
め
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
章

(1)

門
脇
清
・
大
柴
恒
『
門
脇
文
庫
日
本
語
聖
書
翻
訳
史
』、
新
教
出
版
社
、
一
九
八
三
年
、
三
八
一
頁
。

(2)

佐
藤
邦
宏
『
バ
イ
ブ
ル
・
ロ
ー
ド
』
聖
書
の
通
っ
て
き
た
道
、
教
文
館
、
一
九
九
二
年
、
一
〇
七
〜
一
〇
八
頁
。

(3)

The
Septuagint,Sam

uelB
agsterand

SonsLim
ited,London,1794．

(4)

犀
川
一
夫
『
聖
書
の
ら
い
』、
新
教
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
一
二
七
頁
。

(5)

ス
タ
ン
レ
ー
・
Ｇ
・
ブ
ラ
ウ
ン
『
聖
書
の
中
の
「
ら
い
」』、
石
館
守
三
訳
、
キ
リ
ス
ト
新
聞
社
、
一
九
八
一
年
、
二
五
頁
。

(6)

『
聖
書
の
中
の
「
ら
い
」』、
前
掲
書
、
二
八
〜
二
九
、
四
一
頁
。『
英
和
大
辞
典
』（
研
究
社
、
一
九
六
三
年
）
の
九
八
頁
を
見
る
と
、elephanti

に
付
い
て
い
る
語
尾asis

は
、

「
病
名
の
ギ
リ
シ
ヤ
系
名
詞
語
尾
」
と
あ
る
。
従
っ
て
、elephantiasis

（
象
皮
病
）
は
ギ
リ
シ
ア
時
代
か
ら
の
病
名
。

(7)

『
聖
書
の
ら
い
』、
前
掲
書
、
九
六
頁
。
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(47)

永
井
直
治
訳
『
新
契
約
聖
書
』、
基
督
教
文
書
伝
道
会
、
一
九
二
八
年
創
刊
、
一
九
七
一
年
（
修
正
改
版
第
二
刷
）。

(48)

『
新
約
聖
書
』（
口
語
訳
）、
キ
リ
ス
ト
新
聞
社
、
一
九
五
二
年
。

(49)

塚
本
虎
二
訳
『
福
音
書
』（
岩
波
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
十
九
）、
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
。

(50)

『
希
和
対
訳
・
新
約
聖
書
』（
岩
隈
直
訳
）、
山
本
書
店
、（
マ
ル
コ
・
一
九
七
三
年
、
ル
カ
・
一
九
七
八
年
、
マ
タ
イ
・
一
九
八
九
年
）。

(51)

『
旧
約
聖
書
』（
関
根
正
雄
訳
）
第
一
巻
「
律
法
」、
教
文
館
、
一
九
九
三
年
。

(52)

『
新
約
聖
書
』（
前
田
護
郎
訳
）、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
。

(53)

『
新
約
聖
書
』（
柳
生
直
行
訳
）、
新
教
出
版
、
一
九
八
五
年
、
一
九
九
四
年
（
五
刷
）。

(54)

『
新
約
聖
書
　
福
音
書
』（
佐
藤
研
・
小
林
稔
訳
）、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
補
注
二
七
〜
二
八
頁
。

(55)

『
聖
書
』（
尾
山
令
仁
訳
）、
羊
群
社
、
一
九
八
三
年
。

(56)

『
我
主
イ
エ
ズ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
新
約
聖
書
』（
エ
・
ラ
ゲ
訳
）、
中
央
出
版
社
、
一
九
一
〇
年
、
一
九
五
二
年
（
十
四
版
）。『
日
本
の
聖
書
』、
前
掲
書
、
三
五
九
〜
三
六
〇

頁
。

(57)

『
旧
約
・
新
約
聖
書
』（
バ
ル
バ
ロ
―
デ
ル
・
コ
ル
訳
）、
ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
、
一
九
六
四
年
。
同
書
の
全
聖
書
序
論
三
四
頁
参
照
。

(58)

『
新
約
聖
書
』（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
聖
書
研
究
部
訳
）、
中
央
出
版
社
、
一
九
八
五
年
（
改
訂
初
版
）。

(59)

『
我
主
イ
イ
ス
ス
・
ハ
リ
ス
ト
ス
の
新
約
』（
ニ
コ
ラ
イ
訳
）、
一
九
〇
一
年
、
一
九
六
一
年
（
再
刷
）。『
日
本
の
聖
書
』、
前
掲
書
、
三
六
四
〜
三
七
五
頁
。

(60)

『
大
漢
和
辭
典
』
巻
七
、
前
掲
書
、
一
二
〇
九
頁
。

(61)

山
本
俊
一
『
日
本
ら
い
史
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
、
一
〜
二
頁
。

(62)

『
聖
書
の
ら
い
』、
前
掲
書
、
五
七
〜
五
九
頁
。

(63)

『
実
用
聖
書
注
解
』、
い
の
ち
の
こ
と
ば
社
、
一
九
九
五
年
、
一
九
六
頁
。

(64)

The
H
O
LY
B
IB
LE

（
Ｎ
Ｉ
Ｖ
）、InternationalB

ible
Society,U

SA
,1973,1978,1984.

(65)

G
ood
N
ew
sB
ible

（
Ｔ
Ｅ
Ｖ
）A

m
erican

B
ible
Society,1971,1979.

(66)

日
本
聖
書
協
会
･
理
事
長
･
吉
田
信
一
あ
て
、
日
本
基
督
教
団
東
中
国
教
区
総
会
議
長
・
横
野
朝
彦
、
一
九
九
六
年
七
月
九
日
付
文
書
。
同
様
な
文
書
が
、
日
本
聖
書
刊
行

会
理
事
長
、
日
本
基
督
教
団
総
会
議
長
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
議
長
に
も
出
さ
れ
た
。
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(27)

諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辭
典
』
巻
七
、
大
修
館
書
店
、
一
九
五
八
初
、
一
九
六
八
縮
寫
版
二
刷
、
一
一
八
〇
頁
。

(28)

韓
国
で
発
行
さ
れ
た
ハ
ン
グ
ル
の
聖
書
、
一
九
五
六
初
、
一
九
八
四
年
に
は
、M

U
N
D
U
N
G
B
Y
EO
N
G

（
ら
い
病
）
と
あ
る
。

(29)

H
ebrew

N
ew
Testam

ent,U
nited

B
ible
Societies,1976,1990(rp.).

(30)

『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
』
十
九
巻
「
癩
」、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
七
五
年
、
八
七
三
〜
四
頁
。

(31)

海
老
沢
有
道
『
日
本
の
聖
書
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
九
年
、
一
〇
六
〜
一
〇
八
頁
。
善
徳
纂
『
約
翰
福
音
之
傳
』
の
復
刻
版
が
一
九
八
四
年
初
に
岩
崎
摂
子
に
よ
っ

て
桜
楓
社
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
。

(32)

『
日
本
語
聖
書
翻
訳
史
』（
門
脇
文
庫
）
前
掲
書
、
三
五
〜
一
五
〇
頁
、
お
よ
び
海
老
沢
有
道
『
最
初
の
邦
訳
聖
書
』（
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
と
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
訳
聖
書
―
天
理
図

書
館
本
解
説
）
雄
松
堂
書
店
、
一
九
七
七
年
参
照
。

(33)

『
日
本
語
聖
書
翻
訳
史
』、
前
掲
書
、
一
五
七
〜
一
八
八
頁
。

(34)

『H
O
LY
B
IB
LE

舊
新
約
全
書
』、
英
国
聖
書
會
社
、
一
九
〇
六
初
、
一
九
一
四
年
（
七
版
）。

(35)

『
日
本
語
聖
書
翻
訳
史
』、
前
掲
書
、
一
八
八
〜
二
〇
四
頁
。

(36)

『
舊
約
聖
書
（
引
照
付
）』（
一
三
三
六
頁
）、
日
本
聖
書
協
会
（
神
戸
）、
一
九
三
四
年
、
お
よ
び
『H

O
LY
B
IB
LE

舊
新
約
全
書
』、
前
掲
書
。

(37)

『
聖
書
の
ら
い
』、
前
掲
書
、
五
九
〜
六
〇
頁
。

(38)

『
舊
新
約
聖
書
』、
米
国
聖
書
協
会
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
十
年
）。

(39)

『
聖
書
』、
日
本
聖
書
協
会
、
一
九
五
四
初
、
一
九
八
二
年
。

(40)

『
新
約
聖
書
』（
共
同
訳
・
全
注
）、
講
談
社
、
一
九
八
一
年
、
一
九
九
一
年
（
七
刷
）。

(41)

『
聖
書
』（
新
共
同
訳
）、
日
本
聖
書
協
会
、
一
九
八
七
年
、
一
九
八
八
年
、
一
九
九
一
年
（
再
刷
）。

(42)

木
田
献
一
「
聖
書
新
共
同
訳
発
行
二
周
年
に
あ
た
っ
て
」『
聖
書
翻
訳
研
究
』
二
十
五
号
、
日
本
聖
書
協
会
、
一
九
九
一
年
、
十
四
頁
。

(43)

『
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
新
聞
』
一
九
九
七
年
三
月
十
六
日
付
。

(44)

『
聖
書
』（
新
改
訳
、
注
・
引
照
付
）、
日
本
聖
書
刊
行
会
、
一
九
七
〇
年
、
一
九
七
五
年
（
六
刷
）。

(45)

『
リ
ビ
ン
グ
バ
イ
ブ
ル
』、
い
の
ち
の
こ
と
ば
社
、
一
九
七
八
年
。

(46)

『
詳
訳
聖
書
』（
新
約
）、
詳
訳
聖
書
刊
行
会
編
、
い
の
ち
の
こ
と
ば
社
、
一
九
六
三
年
。
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て
有
力
に
主
張
さ
れ
た
意
見
と
し
て
ケ
ロ
ッ
グ
は
自
著
『
レ
ビ
記
』
で
紹
介
し
て
い
る
。

(86)

加
納
政
弘
「
レ
ビ
記
」『
新
共
同
訳
・
旧
約
聖
書
注
解
I
』、
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
九
六
年
、
二
二
一
、
二
二
三
頁
。

(87)

『
岩
下
壮
一
全
集
』
第
八
巻
、
中
央
出
版
社
、
一
九
六
二
年
、
十
頁
お
よ
び
『
聖
書
の
中
の
「
ら
い
」』、
前
掲
書
、
二
五
、
三
〇
頁
。

(88)

『
聖
書
の
中
の
「
ら
い
」』、
前
掲
書
、
三
六
頁
及
び
、
岩
隈
直
『
新
約
ギ
リ
シ
ヤ
語
辞
典
』、
山
本
書
店
、
一
九
七
一
年
初
版
、
一
九
九
三
年
増
訂
四
版
、
二
八
三
頁
。

(89)

『
聖
書
の
ら
い
』、
前
掲
書
、
一
二
七
頁
。

(90)

出
村
彰
・
宮
谷
宣
史
編
『
聖
書
解
釈
の
歴
史
』、
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
八
六
年
、
一
三
三
、
一
三
七
頁
。

(91)

O
rigen,H

om
ilieson

Leviticus,TH
E
FA
TH
ER
S
O
F
TH
E
C
H
U
R
C
H
,
H
om
ily
8,W
ashington,1990,

pp.160-168.

(92)

SaintC
hrysostom

,H
om
ilieson

the
G
ospelofSaintM

atthew
,N
IC
EN
E
A
N
D
PO
ST-N

IC
EN
E
FA
TH
ER
S,V
ol.X
,M
ichigan,1969,p.173.

(93)

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
『
神
学
大
全
』
十
三
巻
II
―
１
、
稲
垣
良
典
訳
、
一
九
九
四
年
、
三
〇
六
、
三
一
三
頁
。

(94)

Ｗ
・
バ
ー
ク
レ
ー
『
聖
書
註
解
シ
リ
ー
ズ
』
一
、
三
、
四
（
マ
タ
イ
、
マ
ル
コ
、
ル
カ
）、
一
九
六
七
年
、
ヨ
ル
ダ
ン
社
お
よ
び
　
Ｓ
・
Ｈ
・
ケ
ロ
ッ
グ
『
旧
約
聖
書
註
解
レ

ビ
記
』、
榊
原
康
夫
訳
、
聖
書
図
書
刊
行
会
、
一
九
六
五
年
、
一
九
九
〇
年
（
四
刷
）、
二
三
六
、
二
四
二
頁
。

(95)

『
聖
書
の
中
の
「
ら
い
」』、
前
掲
書
、
四
八
頁
。

(96)

『
岩
下
壮
一
全
集
』、
前
掲
書
、
四
五
〜
四
六
頁
。

(97)

『
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
を
考
え
る
』（
皓
星
社
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
・
2
）
一
九
九
五
年
、
三
三
頁
。
世
界
失
明
防
止
協
会
副
会
長
の
Ｗ
・
Ｇ
・
ホ
ー
ム
ズ
は
、「
レ
プ
ロ
シ
ー
は

恐
ろ
し
い
病
気
で
、
遠
ざ
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
欧
米
社
会
の
偏
見
は
、
実
は
、
バ
イ
ブ
ル
と
キ
リ
ス
ト
教
会
が
二
千
年
に
わ
た
っ
て
、
人
々
の
心
に
植
え
付
け
た
も
の

だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

引
用
文
献
目
録

前
記
の
「
注
」
を
も
っ
て
こ
れ
に
替
え
る
。
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(67)

日
本
聖
公
会
（
八
代
崇
首
座
主
教
）『「
ら
い
予
防
法
」
廃
止
と
そ
れ
に
伴
う
十
全
な
措
置
を
求
め
る
宣
言
』、
一
九
九
六
年
五
月
二
十
三
日
、
日
本
聖
公
会
第
四
十
九
（
定
期
）

総
会
。

(68)

カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
（
濱
尾
文
郎
会
長
）、
一
九
九
六
年
四
月
十
一
日
付
。

(69)

『
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
新
聞
』
一
九
九
七
年
三
月
十
六
日
付
、
一
頁
。

(70)

『
聖
書
』（
新
共
同
訳
、
小
型
版
）、
日
本
聖
書
協
会
、
一
九
九
七
年
。

(71)

『
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
新
聞
』
一
九
九
三
年
四
月
十
一
日
付
、
一
頁
。

(72)

千
代
崎
秀
雄
「
歴
代
誌
」（『
実
用
聖
書
注
解
』、
II
歴
代
二
六
の
一
六
〜
二
三
）
い
の
ち
の
こ
と
ば
社
、、
一
九
九
五
年
、
四
八
五
頁
。

(73)

三
野
孝
一
「
レ
ビ
記
」『
実
用
聖
書
注
解
』、
前
掲
書
、
一
九
六
〜
一
九
八
頁
。

(74)

Ｊ
・
Ｒ
・
ポ
ー
タ
ー
「
レ
ビ
記
」『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
チ
旧
約
聖
書
注
解
』
３
、
樋
口
進
訳
、
新
教
出
版
、
一
九
八
三
年
、
八
八
〜
一
〇
七
頁
ほ
か
。

(75)

日
本
福
音
同
盟
委
員
長(

山
口
昇
・
社
会
委
員
長
油
井
義
昭)

よ
り
の
文
書
、
一
九
九
二
年
九
月
十
日
付
。

(76)

日
本
福
音
同
盟
理
事
長
（
舟
喜
信
・
社
会
委
員
長
村
瀬
俊
夫
）
一
九
九
七
年
六
月
二
日
「『
ら
い
予
防
法
の
廃
止
に
関
す
る
法
律
』
の
制
定
を
受
け
て
」。『
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
新

聞
』
一
九
九
七
年
六
月
二
十
二
日
付
。

(77)

真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長
／
能
邨
英
士
「
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
わ
る
真
宗
大
谷
派
の
謝
罪
声
明
」、
一
九
九
六
年
四
月
五
日
。

(78)

「『
ら
い
予
防
法
』
廃
止
と
そ
れ
に
伴
う
十
全
な
措
置
を
求
め
る
宣
言
」、
日
本
聖
公
会
、
一
九
九
六
年
五
月
二
三
日
。

(79)

日
本
基
督
教
団
東
中
国
教
区
総
会
議
長
・
横
野
朝
彦
、
一
九
九
六
年
七
月
九
日
。

二
章

(80)

『
聖
書
の
中
の
「
ら
い
」』、
前
掲
書
、
十
二
〜
十
三
頁
。

(81)

『
聖
書
の
ら
い
』、
前
掲
書
、
十
九
〜
二
十
頁
お
よ
び
Ｗ
・
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
『
旧
約
聖
書
の
医
学
』、
梶
田
昭
訳
、
時
空
出
版
、
一
九
八
九
年
、
七
二
頁
。

(82)

B
iblia
H
ebraica

Stuttgartensia,Stuttgart:D
eutsche

B
ibelgesellschaft,1967,77,90.

(83)

『
聖
書
の
中
の
「
ら
い
」』、
前
掲
書
、
八
頁
。

(84)

『
聖
書
の
ら
い
』、
前
掲
書
、
二
十
一
頁
。

(85)

Sir.R
isdon

B
ennett

は
医
学
博
士
、
文
学
博
士
、
英
国
学
士
院
会
員
で
、
一
八
八
六
年
に
著
し
たB

y-paths
ofB
ible
K
now
ledge,vol,ix,The

D
iseases

ofthe
B
ible

に
お
い
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